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私は御言葉と聖霊で満たされて苦
難を成し遂げられるようにしてく
ださる神様を賛美します 
 
ここドンタン新都市の恵と真理教会で御言葉と聖霊で
充満な信仰生活をするように摂理してくださった神様
に感謝と賛美を捧げます。 
私はドンタンに引っ越しをする前にある都市のさびた
住宅家で住みました。小学校と中学校は同じアパート
内にあってその周りに小さいマンションが多い地域で
した。そこで小学校を通っていた娘が学校で勉強もで
きて活動に積極的だったので先生から注目を集めて友
達の親からもたくさん褒められました。このような娘
によって私も学校で熱心に親の活動をして地域社会で
様々な活動をしました。そうしながらよその目にうら
やましく過ごしました。 
 同じアパートで住んで父母活動を一緒にしている方
が私を熱心に伝道しました。しかし、私は世ことをす
る楽しさで目を奪われ高慢になってイエス様と福音に
ついて関心がなかったです。“自分なりに正直で真面
目に生きて他の人に害を与えなく生きるなら、うまく
生きるのではないのか”と思いながら生きって来まし
た。ところが、彼は諦めなくて私のため祈りながらた
まに伝道しました。その方の祈りを神様が聞いてくだ
さったのか、私の心が開かれてその方が通う教会を通
うようになりました。 
 その教会は家庭礼拝をとても大事に思う教会で、職
分と制度などが普通の教会と違いました。私は神様の
栄光と主の喜びを求める教会生活ではなくて私の満足
と楽しさを求める意識がもっと大きかったです。多く
の年寄りを仕える職分を担って年寄りから褒められそ
の方の愛をたくさん受けるのが好きでもっと熱心に奉
仕しました。ところが時間が経っても聖書の御言葉に
対する悟りもなくて救いと天国に対する確信も出来ま
せんでした。 
そうするうちに旦那がトンタン新都市の内に複合マン
ションの分譲を受け急に引っ越しをしました。以前、

生活していた所ではとても楽しく過ごしました。とこ
ろが引っ越ししてからは一人ぼちになりました。新し
い生活環境にも適応しなく寂しくて毎日のように以前
住んでいた所を行き来ました。 
そのように一年が過ぎて教会を通うのが大変になり、
村の周辺の教会を探す中で息子の友達のお母さんの紹
介で家の近くにある教会に通うようになりました。こ
の教会でも依然と同じく弱くて足りない信仰で教会生
活をしました。ここで引っ越ししてまもなく少ない聖
徒が奉仕と教会活動に積極的である重職を任された方
から叱られました。その方から私が高慢に見えたよう
です。その方が他の聖徒と共に私をいじめをして更に
異端に属した教会の出身だと噂をたてました。今振り
替えてみるとサタンが弱い私を試したと思います。私
はその当時異端すらわからない時でした。“互いに愛
しなさい。”という御言葉に“アーメン”で答えた人
がどうして私をいじめするのかいくら考えても理解で
きませんでした。 
教会に行っても心が平安にならなくて礼拝の喜びもな
かった時、恵と真理教会に通う隣に家に住んでいる方
から導かれて恵と真理教会のドンタン聖殿で新しい心
で主を仕えながらもっと熱心に信仰生活をするように
なりました。なぜ、神様が我が教会でイエス様を信じ
教会を仕える信仰生活をするように導いてくださった
のか知るようになり、神様の恵みに感謝を捧げて神様
だけ見上げ、神様の栄光だけを考えて生きるようにな
りました。 
神様は私を憐れんでくださって恵と真理教会に属した
聖徒になさせて極めて恵み豊かな党会長の牧師説教を
聞かせてくださいました。心が弱くて不安定な子供の
ような私を見て祈ってくださり、いつも主の愛で見守
ってくださる教役者と区域長に出会わせるようにして
くださいました。私はイエス様を信じ神様を仕える目
的が永遠な命と天国であることを確実に知るようにな
り、御言葉の恵みを愛し教会に行く足がいつも軽くて
楽しくなりました。 
世の事よりも礼拝を捧げることが最優先に思うように
なりました。３年間すべての礼拝と 
祈り会に休まずに参席して礼拝中心、御言葉中心で生
活しました。神様は私を御言葉と聖霊で満たして下さ
り右にも左にも偏らない堅固な信仰を持つようにして

くださいました。私を救ってくださった神様の恵みと
愛に感激して私の喜びではなくて主の喜びを考えなが
らただ、神様の栄光のため仕え奉仕するようになりま
した。私の弱さを知っておられる神様は私が大きい苦
難を受ける前にまず、恵と真理の御言葉で私を強くし
てくださいました。 
私は４年前、乳がんの診断を受けて乳を切除する手術
を受けました。６回の抗がん剤治療を受けてそのほか
にも多くの放射線治療も受けました。なぜ、神様は私
を神様と神様の約束に対して完全に信頼する堅固な信
仰を与えたのか悟って病を患っても神様に感謝捧げま
した。様々な検査と手術の治療のすべての過程の中で
神様が御言葉を通して私と共にしておられ聖霊で大き
い慰めを与えてくださり勝勇気を与えてくださいまし
た。そして心配したり、恐れませんでした。 
今日も主は平安で私を見守ってくださり、私の考えが
ただ主だけ見上げるようになさいます。大変で疲れる
時私の手を握って立ち上がるように道いびいてくださ
るのを感じます。私はまだ、完治判定を受けなくて続
けて追跡検査を受けています。神様が私と共におられ
るので少しも恐れません。神様が下さる力で今日も区
域長の職分を担って女性奉仕連合会で属して礼拝案内
などの奉仕を熱心にしています。 
どんなことでも、思い煩うのはやめなさい。何事につ
け、感謝を込めて祈りと願いをささげ、求めているも
のを神に打ち明けなさい。 そうすれば、あらゆる人
知を超える神の平和が、あなたがたの心と考えとをキ
リスト・イエスによって守るでしょう。（フィリピの
手紙４：６，７） 
神様に祈って恵と真理賛美歌 ３５７番で神様に賛美
を捧げる私の心に下さる平安がいっぱいになり私の弱
い体に全能なる神様の治療の手が望むのが感じられま
す。私を神様の子供として再び生まれ変わるようにし
てくださり、苦難を勝ち抜ける力と慰めを下さる神様
を賛美します。神様の恵みで健康になってもっと熱心
に主のことに献身し奉仕するのを願います。“いかに
幸いなことか／神に逆らう者の計らいに従って歩まず
／罪ある者の道にとどまらず／傲慢な者と共に座らず
 主の教えを愛し／その教えを昼も夜も口ずさむ人。
（詩編１：１，２）私は真実に福ある人です。 

 

 

 

 

＂...彼らが祈り終えると，その集まっていた場所が揺れ動

き，一同は聖霊に満たされて，大胆に 神の言を語り出した

＂（使徒言行録4:23～31） 

 

ペテロとヨハネがお祈りしようと聖殿に行く途中に美
しの門の前に座って袖乞いする足が不自由な者を見て
ペテロが＂私達を見なさい。＂、＂金銀はわたしには
無い。しかし，わたしにあるものをあげよう。ナザレ
人イエス · キリストの名によって步きなさい。＂と
しました。そして足が不自由な者の右の手を握って起
すと彼が直ちに立って歩いて走りながら神様を賛美し
ながら聖殿の中に入りました。その姿を見た人々が驚
いて奇異に扱いました。ソロモンの廊に集まった人々
にペテロが＂イエスの名が，それを信じる信仰のゆえ
に，あなたがたのいま見て知っているこの 人を，強
くしたのであり，イエスによる信仰が，彼をあなたが
た一同の前で，このとおり完全にいやしたのである。
＂としました。続いて悔い改めてイエスキリストを信
じて罪の許しを得ることを促すと信じる人が多くて男
の数だけで約 5千人になりました。 
使徒達が説教しているという報告を聞いた聖殿の総責
任者が祭司長達とサドカイ人を連れて現場に来て、ペ
テロとヨハネを逮捕し獄に閉じ込めました。翌日、彼
らはサンヘドリン公会を開いてこの事件に対してペテ
ロとヨハネを尋問しました。ぺテロが聖霊が充満で＂
この人が元気になってみんなの前に立っているのは，
ひとえに，あなたがたが十字架につけて殺したのを，

神が死人の中からよみがえらせたナザレ人イエス · 
キリストの御名によるのである。この人による以外に 
救はない。わたしたちを救いうる名は，これを別にし
ては，天下のだれにも与えられていないからである。
＂と答えました。伝道活動を諦めさせる公会員達の命
令に対してぺテロとヨハネが全面拒否したら、別に処
罰する方法を探すことができなくて、より強力な脅威
をした後に放してあげました。ぺテロとヨハネの言葉
を聞いた使徒達と聖徒達が直ちに取って行動は叫んで
祈ることでした。 
使徒達と聖徒達が心を合わせて求めた内容を分類しる
と三つです。 
一、＂主よ，いま彼らの脅迫に目をとめ＂とお祈りし
ました。彼らの脅迫とはサンヘドリン公会と結託した
ユダヤ人達の脅威を言います。強大な公権力を持った
者達と彼らと結託した群れの脅威があると福音伝道に
支障をもたらします。殉教を覚悟した使徒達なので彼
らの脅威を恐れることはなかったが、伝道活動には深
刻な被害になるのでその脅威に対して神様が適切な措
置をしてくださるよう求めました。聖徒達は自分が直
面した脅威だけではなく、他の聖徒達が直面した脅威
に対してもお祈りすべきです。他国の弾圧を受ける教
会と聖徒のために、生命の脅威を受けている北朝鮮の
キリスト人のためにお祈りすべきです。神様は脅威を
受ける教会と聖徒達のお祈りをお聞きなさり保護の手
を伸ばしてくださいます。 
二、＂思い切って大胆に御言葉を語らせて下さい＂と
お祈りしました。伝道するには知恵と熱心と大胆が必
要です。聖霊充満になると大胆になります。福音を伝

えることは全てのキリスト人がすべきの聖なる使命で
す。従って私達は＂思い切って大胆に御言葉を語らせ
て下さい＂とお祈りすべきです。 
三、＂み手を伸ばして癒しをなし，聖なる僕イエスの
名によって，しるしと奇跡とを行わせて 下さい＂と
お祈りしました。イエス様の御名で起きる神癒、しる
し、奇跡は福音を伝えるに役立ちます。このような事
事は神様の愛と能力を目撃させて体験させてくれるか
らです。従って、イエス様が弟子達に病んだ者のため
にお祈りして、癒しを得させるよう言いつけられまし
た。今日も教会と信者達が神癒としるしと奇跡が多く
起きるようお祈りすべきです。 
今も神様は私達が使徒達のようにお祈りすることを喜
んでお聞きなさい応答してくださいます。＂主よ，い
ま，彼らの脅迫に目をとめ，僕たちに，思い切って大
胆に御言葉を語らせて下さい。そしてみ手を伸ばして
いやしをなし，聖なる僕イエスの名によって，しるし
と奇跡とを行わせて 下さい。＂一人でお祈りする時
も、二人以上が集まってお祈りする時もこのようにお
祈りしてください。＂あなたがたは，求めないから得
られないのだ＂、＂わたしはエジプトの国から，あな
たをつれ出したあなたの神，主である。あなたの口を
広くあけよ，わたしはそれを満たそう＂という神様の
御言葉を肝に銘じてください。 

 

 

「チョヨンモク牧師先生の信仰コラム‘緑の牧

場、清い川’本の語り中」 

[証]       

[信仰コラム]                  このようなお祈り（５） 

 

 

恵みと真理のニュース 
2019 年 07 月の三次  恵みと真理教会 

韓国 京畿道 安養市 萬安区 安養路 193 / ☎82-31-443-3731 / www.gntc.net 

第 2019-29 号 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イエスが湖畔でいろいろの比喩を連続的におっ

しゃってから、その意味を解いて説明しました。

いつのまにか日が暮れていました。イエスが弟

子たちに、私たちが湖の向こうに渡って行こう

としました。船が陸を 立ち離れ際に、イエス

は、船の後ろで眠っていました。その時でした。 

激しい 突風が 起り， 波が 舟の 中に 打ち 

込んできて，  舟に 滿ちそうになった．波が

ぶつかって船に水が入って一杯になりました。 

ところが， イエス 自身は， 舟  の後の方で

まくらをして， 眠っておられた．  そこで， 

弟子たちは  イエス をおこして，  「先生， 

わたしどもがおぼれ  死んでも，  おかまいに

ならないのですか 」と 言った． イエス は 

起きあがって しかり， イエスが風と波をし

かり責めました 

「 海にむかって， 「靜まれ， 默れ 」と 言

われると，  風はやんで，  大なぎになった」

波が非常に穏やかになりました。イエスは弟子

たちに言われた、「どうしてこんなに怖いの

か？信仰が少ない者たちよ、あなたがたはどう

して信仰がないのかあなたの信仰はどこにある

のか？」としました。弟子たちはひどく恐れて

互いに言った 「いったい， この 方はだれだ

ろう． 風も 海も 從わせるとは 」しました。

この事件の記録は、マタイ、マルコ、ルカのす

べての方が記録しています。この記録を総合し

て、当時の状況を説明しました。 

今日はこの事件が、私たちに聞かせてくれる霊

的なメッセージを見てみましょう。 

 

第一は、イエスと一緒に船に乗って行
く中でも厳しい波風が発生する場合が
あるというメッセージです。 
 

誰でもイエス・キリストを受け入れれば、主と

同行し、主の言葉を従って生きることを励みま

す。それゆえ、以前に知らなかった霊的な喜び

と平安と慰めを体験します。期待と希望を持ち、

肯定的で、積極的に思考と態度を持ちます。い

ろいろの祈りの答えを受けます。主を仕えて、

以前に感じて見られなかったやりがいを感じま

す。このような変化と体験は信仰生活を元気に

なります。福音を伝えるのに熱心と大胆を持つ

ようになります。しかし、時には願わない苦痛

と損失を受ける状況になることもあります。こ

のような時には霊に混乱が発生します。 

私が主を信じて愛して仕えて生きていくのにど

うしてこのような問題に直面しているのか。本

文の事件は、これらの質問に対する答えになり

ます。弟子たちは、イエスと同行し、今、イエ

スと一緒にいます。それでも怖い風波に会って

戦うことになりました。誰も常に順風に帆の船

のように人生を生きて行くのを望んでいます。

しかし、このような期待の通りに、ならないこ

とを知っています 皆さんに苦痛と困難があれ

ば不思議なことのように思わないで、まだ  私

はこの世に住んでいるんだと思います。「これ

らのことをあなたがたに 話したのは， わた

しにあって 平安を 得るためである． あなた

がたは， この 世ではなやみがある． しかし， 

勇氣を  出しなさい． わたしはすでに  世に 

勝っている」（ヨハネによる福音書 16:33）と

言われた方がイエス様です。 

 

 

 

 

 

第二には、主の御旨の通り生きていく
中でも波風に会うと、恐れたり、あま
りにも心配せずに強く大胆に対処しな
さいというメッセージです。 
 

私たちが経験することになる波風を大きく二つ

に分けることができます。その中の一つは、神

の御旨に逆らったので、近寄って来る風です。

他の一つは、神の 御旨に従っても来る風です。

イエスの弟子たちが受けた波風が、これらのこ

とです。ガリラヤ湖は長さが 21 キロであり、

その幅は最大値が 13 キロです。地中海よりも

213 メートル低いところにあり、水深が 61 メ

ートルほどの巨大な湖です。塩気がない淡水湖

であるが、その規模は非常に巨大で、ガリラヤ

の海とも呼ばれます。特異な地形特性のため、

海面の温度が急上昇して急に風が吹いて大きな

波を起こすしたりしました。 

イエスの弟子たちは、イエスが指示される言葉

を従って行ったので、彼らの心は楽しくて平安

でした。ところが、途中でこのような大きな波

風が追って来ました。弟子たちはこのことを通

じて、主の御旨を従って行うとき、波風は恐れ

ず大胆に対処するように教訓を得ました。難し

いことに会ったとき、私たちは何よりも、自分

が神の御旨にふさわしく行っているかを探して

見なければなりません。 ロ―マ人への手紙 12

章 2 節に記録されるのを「  あなたがたは， 

この  世と  妥協してはならない．  むしろ， 

心を  新たにすることによって，  造りかえら

れ， 何が 神の 御旨であるか， 何が 善であ

って， 神に 喜ばれ， かつ 全きことである

かを， わきまえ  知るべきである」としまし

た。あなたが神の御旨を従って生きている以上

に、人生の海を航海中に波風に会っても恐れず

大胆に対処してください。   

 

第三には、私たちの信仰をいつも主の
言葉に置くというメッセージです。 
 

イエスは、弟子たちに向かって「あなたがたの

信仰はどこにあるのか」と非難されました。弟

子たちが彼らの信仰を、主の御言葉に置かず当

面の現実の状況に置いたからです。本文の事件

の前に、弟子たちは、主の言葉に信仰を置いな

さいと教訓を受けたことがあります。ある日の

朝でした。漁師ペテロが夜通し網を投げたが、

一匹の魚も取らないまま空の船で帰ってきまし

た。その人がイエスの言葉を聞きたいので、ガ

リラヤ湖畔に集まってきました。いつの間にイ

エスがペテロの空いた船に上りました。そして

ペテロに船を陸から少し離すのをいわれました。 

言葉を終えたイエスがペテロに予想外の指示を

しました。 「深いところに行って、網を降り

魚を取りなさい。」これは漁師の経験と常識に

完全に適わないことです。ところが、驚くべき

なのに、ペテロが答えました「先生， わたし

たちは 夜通し 働きましたが， 何も 取れま

せんでした． しかし， お言葉ですから， 網

をおろしてみましょう 」としました。そして

船を漕いで深いところに行きました。ペテロは、

網を投げた瞬間驚くべきことが起こりました。

網が破れるほどの魚がたくさん取れました。ペ

テロは他の船の同僚に助けてくれるように呼び

ました。彼らが来て、魚を二船に一杯に船が沈

む程度になりました。ペテロをはじめ弟子たち

は、このように素晴らしい経験を持ちました。

それでも今日の本文にみると、「私たちが湖の

向こうに渡って行こう」と言われた主の言葉に

自分の信念を置かなかったことを示しています。

皆さんは波風の中にも主の言葉を堅く握って大

胆に行うようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第四は、波風に向かって信仰を活用す
るようメッセージです。 
 

「あなたがたの信仰はどこにあるのか？」とい

う質問には、「あなたがたの信仰をなぜ活用し

ていないのか？」と言う責める非難の意があり

ます。 「一体あなたの信仰をどこに置いてい

るのか、なぜ信仰を現実の問題に適用させない

のか？」という主の戒めを受けないようにする

必要があります。私は信仰がとても少ないので、

活用ができずと言う人に、イエスはこのように

言われます。 「あなたがたの 信仰が 足りな

いからである． よく 言い 聞かせておくが， 

もし， からし 種一粒ほどの 信仰があるなら， 

この 山にむかって『ここからあそこに  移れ 』

と  言えば，  移るであろう．  このように， 

あなたがたにできない  事は， 何もないであ

ろう」（マタイによる福音書 17:20）。からし

は、非常に小さいが、これを地に植えると、約

3 メートルから 4 メートルまでの大きな木に成

長します。どんなに小さな種であっても、その

中に生命力が出ることができる条件を作ってく

れれば育ちます。信仰が少ないとするのではな

く信仰が働くように活用する必要があります。

信仰を思いと言葉と行動に活用しなければなり

ません。信仰が 行いと 共に はたらき， そ

の 行いによって 信仰が 全うされます。（ヤ

コブの手紙 2:22） 

 

第五は、主に仕え生きて経験される波
風は、神への体験の深さを加えてくれ
るというメッセージです。 
 
イエスは弟子たちを責めながらも、まっすぐに

それら怖がらす問題を解決しました。弟子たち

は、イエスの愛を深く感じたのです。主は風波

に向かって、「黙れ、静かせよ」と叱りました。

すると、その驚異的な嵐怒涛が静かになりまし

た。神の力がなければこのようなことができな

いという事実を確実に示して光景です。そして、

弟子たちは「いったい，  この 方はだれだろ

う． 風も 海も 從わせるとは 」としました。

彼らは主の力をより深く体験しました。主の御

旨は必ず成就されるという事実の体験の深く感

じるようになりました。神を信じていろいろの

波風を通して神の品性について様々な深い体験

を持っている人は、幸いな人です。   

여섯째는, 주님을 모시고 살면서 겪게 되는  

풍파는 하나님에 대한 경외심을  더하게  

한다는 메시지입니다. 

 

第六は、主に仕え生きて経験される波
風は、神への畏敬の心をより深くする
というメッセージです。 
 

イエス波風に向かって責めるのを 「黙れ、静

かなさい。」すると穏かになっているのを見た

弟子たちは、ひどく恐れて奇異に考えました。

これは恐怖の感情ではなく、不思議と畏敬の感

情です。弟子たち波風を見て恐れていたのは、

恐怖心でした。ところが、イエスは波風を責め

穏やかせたことを見て恐れているのは、人間が

神に向かって持つようになる敬虔な恐れ、畏敬

の心です。皆さんに来る風波によって、神への

畏敬の心が加えられるように願います。 

 

 あなたは波風に直面したときに、今まで説明

したメッセージを、考えながら十分に対処して

ください。そして風波によって、神の愛と力と

神実に対してあられるの体験の深さが加えられ

るのを願っております。 
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風波によって聴かれる霊的なメッセージ 


